
 
 
 

塩竈市震災復興計画各地区懇談会の概要について 
 

１．地区懇談会の概要について 
地区懇談会では、市民の皆さまから震災復興計画策定にかかる意見を伺うことを目的と

して、調査が進み明らかとなってきた本市の被災状況について報告するとともに、現在策

定を進めている塩竈市震災復興計画の策定経過、地区ごとのまちづくりの方向性について

説明し、意見交換を行った。意見交換では、防潮堤の整備や同報無線の聞こえ方などの防

災関係や地盤沈下、土地の嵩上げなどの住宅関係に関する質疑のほか、観光や教育、水道

水の安全性など多岐にわたる質疑・意見交換が行われた。 
 
２．開催日程及び参加者について 

津波被害の甚大であった港町、北浜、浦戸地区など 10 か所の地区を個別に開催し、あ
わせて東西南北各地区について 4か所、全 14か所の地区懇談会を開催した。 

 
※出席者総数 629名(出席市議会議員数を含む)。 

 
 

№ 開催地区 開催場所 出席者数

1 8/9 （火） 18:00～ 港町地区 商工会議所 75

2 8/12 （金） 18:00～ 北浜地区 壱番館 5 階 47

3 8/17 （水） 9:30～ 桂島地区 旧浦戸二小 50

4 8/17 （水） 13:30～ 浦戸石浜地区 石浜集会所 20

5 8/17 （水） 18:00～ 藤倉地区 藤倉コミュニティーセンター 45

6 8/19 （金） 9：30～ 野々島地区 浦戸諸島開発総合センター 32

7 8/19 （金） 14:00～ 寒風沢・朴島地区 宮城県漁業協同組合
塩釜市浦戸東部支所 40

8 8/19 （金） 18:00～ 本塩釜駅周辺地区 壱番館 5 階 55

9 8/20 （土） 14:00～ 仮設住宅（体育館） 塩釜ガス体育館研修室 4

10 8/20 （土） 18:00～ 仮設住宅（伊保石） 仮設住宅集会施設 55

11 8/22 （月） 18:00～ 東部地区 商工会議所 72

12 8/23 （火） 18:00～ 北部地区 塩釜ガス体育館研修室 57

13 8/25 （木） 18:00～ 南部地区 エスプホール 36

14 8/26 （金） 18:00～ 西部地区 エスプホール 41

629

開催日 

出席者合計

資料２



 

塩竈市震災復興計画 港町地区懇談会 会議概要 

 

日  時 平成２３年８月９日（火） １８：００～１９：２５ 

場  所 塩竈商工会議所 会議室 

出席者数 75名 

塩 竈 市 市長、副市長、教育長、各部長 

事 務 局 震災復興推進室 

司  会 震災復興推進室 

１．開会 

２．市長あいさつ 

３．議題 

  (1) 塩竈市の被災状況と復興に向けた取組について  （説明 震災復興推進室室長） 

  (2) 港町地区の復興まちづくりについて  （説明 建設部長） 

  (3) 意見交換 

４．閉会   

＜主な意見＞ 

【住まいと暮らしの再建】 

 ○元の場所に家を建て直したいと考えている人がかなりいると思いますが、港町２丁目の道路をどれくら

い嵩上げするか具体的にご回答をお願いします。（以前と同じゼロメートルまで嵩上げしてもらえるので

しょうか。）そうしないと、家を建てるとき高さが決まらないです。 

○新築に着手した場合、本来は６０センチくらいの基礎で足りるのに、基礎を２メートル１０センチにす

ると相当なお金がかかります。三年後まで待てないので、新築に着手した場合、復旧に対してそういう

基礎などの面の予算・補助制度はあるのでしょうか。 

 ○全壊の申請をしたのですが、敷地を更地にした場合、道路が１メートル嵩上げされると、敷地と道路の

間に１メートルの段差が出来ると思いますが、どうなるのでしょうか。雨などで、浸水した場合どうす

ればよいのでしょうか。また、地盤沈下のひどい地域に新築した場合の固定資産税等の減免措置はどう

なるのでしょうか。 

○水害に遭った土地の評価額などを教えてください。 

 ○全壊で解体した跡地は震災の危険地域になるのでしょうか。それとも、すぐに新築してもよろしいので

しょうか。 

 ○高齢者が多い中で年齢制限等あり資金が難しいと思いますが、国や県で助成する仕組みはありますか。

市から国にお願いして頂けませんか。 

 ○義援金が今後どうなるのか。 

 ○家族５人で暮らしていましたが、地震と津波で妻と子どもを亡くして、今から家族全員で住めない状況

だと思います。実際、自宅を全部直しても住む人がいなくなりましたので、そういう家に関して固定資

産税、住民税の優遇などはあるのでしょうか。 

【災害に強いまちづくり】 

 ○まだまだ余震が続く中、今日現在の毛布・食料等の備蓄の状況、重度の障害者・お年寄り向けのレトル 

  ト（特別食）食品は備蓄してあるのでしょうか。 

 ○町内会では１０年前から、いざという時の避難場所として、マニュアルを作り今回は地域の加工屋さん

に大変お世話になりました。市で指定された避難場所ではないので、翌日、市役所に物資のお願いに行

きましたが、状況をみて指定避難所の三小へ移動してほしいとのことでしたが、杖をついている人もい

るし、移動は大変な状況であり、副市長に掛け合い、物資の提供を頂きました。そういう意味で指定避

難所でなくても、物資の提供などについて今後考えてください。 

 ○港町２丁目です。説明のあった津波対策は、全部するわけではないのですか。 



 

 ○８６歳の母がいますが、避難する場合、港地区の人が避難する場所を市で確保して欲しいです。私はた

またま郵便局の本局に行き、そこから壱番館へ行きました。しかし、家族を捜すのにあちこちの小学校

を探して歩きました。マリンゲートは海の近くなので、避難するには抵抗があります。 

【公共施設の復旧】 

 ○中の島のポンプ場の排水溝ですが、地盤沈下が大きいので、排水路を何とかして下さい。公園が常にプ

ール状態になります。何か考えはあるのでしょうか。 

 ○お願いですが、これから、いろいろ計画していくと思いますが、水が流れるように（抜けるように）早

急に国、県と協力して実行して下さい。塩竈がどこよりも早く復旧したことを宣言できるような市にし

て下さい。 

 ○建物の運河側が夕方冠水してくるのですが、今後どうなるのでしょうか。 

 ○どういう基準で地盤が１メートル下がったと判定しているのですか。もともと、郵便局前は地震前から

下がっている土地ではないですか。 

【情報】 

 ○こういった大勢の中で発言することは難しいと思いますので、今後、長丁場になると思いますので、普 

  段から意見を吸い上げてもらいやすい環境を作っていただきたい。考えが浮かんだとき、どこに伝えた 

  ら良いか等、教えてください。 

【その他】    

 ○解体のときの重機の音や振動で毎日地震が来たように感じます。何か、考えはありますか。また、解体 

  の振動で住宅が傾いた場合の補償はありますか。 

 

  

 



 

塩竈市震災復興計画 北浜地区懇談会 会議概要 

 

日  時 平成２３年８月１２日（金） １８：００～１９：３０ 

場  所 壱番館 ５階 

出席者数 47名 

塩 竈 市 市長、副市長、教育長、各部長 

事 務 局 震災復興推進室 

司  会 震災復興推進室 

１．開会 

２．市長あいさつ 

３．議題 

  (1) 塩竈市の被災状況と復興に向けた取組について  （説明 震災復興推進室室長） 

  (2) 北浜地区の復興まちづくりについて  （説明 建設部長） 

  (3) 意見交換 

４．閉会 

＜主な意見＞ 

【住まいと暮らしの再建】 

 ○先ほどの写真の左側は私の自宅と工場です。工場の再建を考えましたが大潮・満潮の時は水が上がりま

す。相談窓口に行きましたが、塩竈は建築制限も無いので、建てて良いですよとも、何とも言い難いと

言われました。もう資金はないので工場は移転する覚悟、自宅は現在の場所に残して住みたいと思いま

すが、８０歳過ぎの母を自宅に残して現在の場所に安心して暮らせるのか、不安です。本当に、安心・

安全な土地づくりを考えて下さい。また北浜地区の地盤沈下の数値は出ていますか。それから高台移転

の話に関しては、宮城県で２６市町村求めていると聞きましたが、塩竈市は入っているのでしょうか。

生活再建支援金の期限は３７ヶ月以内に申請しなければいけないのですが、現状、困っています・迷っ

ています。どうしたら、よいでしょうか。 

○これから、家を建てる場合の規定となる高さを教えてください。 

【災害に強いまちづくり】 

○今、説明を受けた津波のレベルですが、陸の方へ行くほど高くなるのではないでしょうか。Ｂの地点の

面積とＤの地点の面積ではＤの方が３分の１位になりますから現実に北浜にも水が上がってきています

から、平面的な考えではなくて県や国の意見を取り入れた中で、もう少し工夫した堤防が必要ではない

か。 

 ○護岸工事が昭和２０年から着工して平成２０年には出来ていたはずなのです。県の事業ですが、それが

出来なかったというのは、どういう理由・経緯でしょうか。新浜町に津波が上がらないということは、

護岸工事がしっかりしているからです。市に言うより、県に言うべきですが、なぜ、去年の夏に出来て

いるはずの工事が出来ていなかったのか、県の方にきつく言って下さい。私は１億５千万で工場を再開

することになりましたが、返せるかどうか分かりません。残念でなりません。もっと、県との関係をよ

り良くして下さい。 

 ○私も被災者です。今回は津波の怖さを痛感しております。犠牲者の９３％の人が津波による被災です。

先日、村井知事と塩竈市長の対談を記事で見ました。その中で塩竈の高台移転の話題が出ていましたが、

もう少し詳しく教えてください。 

 ○北浜緑地の防潮堤を早く作ってほしいのですが、時間がかかるのであれば、矢板を使って応急措置をし

て欲しいです。 

 ○高潮が一番怖いです。土嚢を置いたりして対応して頂いていますが、排水管から湧き出てくるので、早

く対策をお願い致します。津波の被害は山まで達して止まっているので、山が無ければずっと流れて行

く勢いでした。また、小さい津波がくれば北浜だけに入ってくるので、対策をお願い致します。大潮の



 

時、水門から溢れますので、調査をお願い致します。 

 ○サイレンが鳴って避難命令があり、６メートルという具体的な数字がでたので、慌てて避難しました。

北浜は、指定避難場所が二小ですが歩いて行くには遠いですし、車で行くと渋滞にはまります。車を置

いて避難して下さい、という案内も有りましたが、車を置く場所の確保、ハザードマップの作成、横道

の増設などを考えた方が良いと思います。また、車を置いて逃げると、車があちこちの住宅、店に突っ

込んで被害を拡大させてしまうし、車自身も店の多い北浜地区の住人に取っては財産の一つになるので

はないでしょうか。 

 ○塩竈はヘドロとおがくずで埋めたまちです。私の家は岩盤まで２５メートルありますが一年で１尺地盤 

  沈下します。海から水が沸いてくるのです。いろいろな工事や対策を市長が一生懸命考えていますが、 

  元々地盤が悪いので、地盤をコンクリートにしないと直りません。 

 ○屋敷の敷地で舗装されていないところがあり、そこをつつくと、地盤に水が流れている感じがします。（硬 

  い→水→硬い）地盤が毎日、変形していますので一度、調査をお願いします。北浜で一番低い所だと思 

  いますが、自宅で１メートル６０センチ浸水しました。被災したのは仕方ない事ですが、高潮の時に海 

  水が逆流してきます。これでは、防潮堤を作っても海水が逆流するようでは意味がないので、それも踏 

  まえて考えて下さい。 

【公共施設の復旧】 

 ○電柱が壊れたままになっていて、街灯がついていないので、暗くて、泥棒も発生しましたから、早く直 

  して下さい。 

 ○市内のあちこちが陥没していまして、昼も夜も歩くのが怖いですが、いろいろな事情があるので、我慢

できることは我慢しますが、直すのに何年かかるのだろうと思いました。この震災をきっかけに、まち

づくりを変更というか、変えていくのでしょうか。 

【情報】  

 ○緊急地震速報ですがＮＨＫでないと、流れないと思います。先日、塩竈でも緊急地震速報が放送で流れ

たのですが、今後もそういう対応を行っていくのでしょうか。 

 ○どの程度の大きさの地震で緊急放送は鳴るのですか。突然鳴ると困ります。 

【その他】 

 ○自宅の裏庭に流出した材木が入り込んで、何も手を付けられなかったので、総合窓口に３回行きお願い

しましたが、自宅の敷地内は自分で片づけて下さいという回答でした。結局、自分たちで片づけました

が、相談窓口に相談に行くと、「ネットで見て下さい」という回答がくるのですが、そういう状態ではあ

りませんでした。高齢の方はネットで見れるのでしょうか。 

 

  

  

  

 



 

塩竈市震災復興計画 桂島地区懇談会 会議概要 

 

日  時 平成２３年８月１７日（水） ９：３０～１１：００ 

場  所 浦戸二小 

出席者数 50名 

塩 竈 市 市長、副市長、教育長、各部長 

事 務 局 震災復興推進室 

司  会 震災復興推進室 

１．開会 

２．市長あいさつ 

３．議題 

  (1) 塩竈市の被災状況と復興に向けた取組について  （説明 震災復興推進室室長） 

  (2) 桂島地区の復興まちづくりについて  （説明 建設部長） 

  (3) 意見交換 

４．閉会 

＜主な意見＞ 

【住まいと暮らしの再建】 

 ○住家に関してですが、今後、ここに建てるかどうか迷っています。どうすれば良いでしょうか。 

 ○公営住宅・公営アパート的なものを希望したいです。仮設住宅の街灯、電気、ガス、水道の負担がどう

なっているのか教えてください。 

【公共施設の復旧】 

 ○橋のないところ（生活の橋）、仕事が出来ないこと、住民の足取り、そういう基本がないと生活が出来ま

せんので、いち早く復興の為の「復旧」をお願い致します。 

 ○高潮に困っている。これから海苔の作業が始まるので、高潮対策をお願いします。 

 ○桟橋に行くまで高潮で渡れない。年寄りは手すりなどがないと渡れないと思いますので、手すりを付け

て欲しいです。 

【その他】 

 ○せっかくの懇談会ですので、できるだけ、多くの人の意見を取り入れて、現実化してほしいと思います。 

 



 

塩竈市震災復興計画 石浜地区懇談会 会議概要 

 

日  時 平成２３年８月１７日（水） １３：３０～１４：４０ 

場  所 石浜集会所 

出席者数 20名 

塩 竈 市 市長、副市長、教育長、各部長 

事 務 局 震災復興推進室 

司  会 震災復興推進室 

１．開会 

２．市長あいさつ 

３．議題 

  (1) 塩竈市の被災状況と復興に向けた取組について  （説明 震災復興推進室室長） 

  (2) 石浜地区の復興まちづくりについて  （説明 建設部長） 

  (3) 意見交換   

４．閉会 

＜主な意見＞ 

【住まいと暮らしの再建】 

 ○高台移転の話もありますが、今までの場所に家を建てても良いのでしょうか。 

【災害に強いまちづくり】 

 ○製造加工会社ですが、何か手だてをしないと今度、台風か何か来たら大被害を受けます。堤防があれば

被害が少なくて済んだのではないでしょうか。 

 ○山あり谷ありの地形ですから、車で逃げることを前提に避難対策を考えてください。 

 ○防潮堤の高さはどのくらいになりますか。あまり高いと何も見えなくなります。 

 ○防潮堤はあまり高くしてもらいたくないです。逃げる時間を稼いでもらうとか、避難する場所を確保す

るなどの方法を希望します。あまり高いと、海が見えなくて逆に不安です。 

 ○防潮堤の高さは地域によって違うのですか。 

【公共施設の復旧】 

 ○船の付近を震災前の海岸付近にして頂きたいと思います。大変だとは思いますが、一日も早くお願いし

ます。 

 ○船が１日２往復しかないし、待ち時間が３０分くらいかかる。なるべく早く家に帰りたいので、時間短

縮お願いします。 

 ○今回、津波、地震、大潮が一緒に来て、ここで生活できるか不安です。大潮が朝、昼、夜と入ってくる

し、地震で地盤沈下、津波であちこち壊れて、これから先の生活が不安です。 

 ○最近、大潮で家まで波が入ってくるので、土嚢などで何とか防げないでしょうか。 

 ○これから、海苔や牡蠣の仕事をする上で大潮対策が必要だと思います。 

 ○海岸付近の嵩上げは何センチくらいしてもらえるのでしょうか。 

【その他】 

 ○お寺の近くのガードレールの所が今にも崩れ落ちそうです。 

 



 

塩竈市震災復興計画 藤倉地区懇談会 会議概要 

 

日  時 平成２３年８月１７日（水） １８：００～１９：３０ 

場  所 藤倉コミュニティセンター 

出席者数 45名 

塩 竈 市 市長、副市長、教育長、各部長 

事 務 局 震災復興推進室 

司  会 震災復興推進室 

１．開会 

２．市長あいさつ 

３．議題 

  (1) 塩竈市の被災状況と復興に向けた取組について  （説明 震災復興推進室室長） 

  (2) 藤倉地区の復興まちづくりについて  （説明 建設部長） 

  (3) 意見交換   

４．閉会 

＜主な意見＞ 

【住まいと暮らしの再建】 

 ○嵩上げするというのは、道路ですか。土地ですか。どういう風にするのですか。道路だけ嵩上げしても、

水が来ますから、家自体も嵩上げが必要だと思います。高潮対策も必要だと思います。 

 ○復旧・復興に関するまちづくりですが、基本理念「長い間住みなれた土地で、安心した生活をいつまで

も送れるように」には賛成ですが、津波・地震で全壊した跡地に家を建てる事は出来ないのでしょうか。 

【子育て支援】 

 ○藤倉児童館、北浜公園、北浜集会所の公園、いつ頃、着工し完成するのですか。子供の遊び場がありま

せん。 

 ○公園などは建物だけを取り除いて、土を入れ替えてグランドだけでも使える状況に出来ないでしょうか。 

 ○塩竈市内で今回の地震・津波で親を亡くした子どもはいますか。心のケアをどのように考えていますか。 

【災害に強いまちづくり】 

 ○私は津波対策としては防潮堤の高さより（高いに越したことはありませんが）、避難路・避難棟・情報の

迅速さと正確さが大切だと思います。 

 ○地域で緊急避難できる建物を検討して下さい。 

 ○線路の高さまで盛土しておけば、藤倉まで津波は来ないと思います。もしくは、道路を高くして下さい。

下水道・排水溝から水が上がらないような仕組みにして下さい。停電になるとテレビが見れず、全く情

報が入りません。市として、太陽エネルギーなどの緊急時の電源確保を考えて下さい。 

 ○護岸工事は、道路の嵩上げよりも先に行ってほしいです。 

【公共施設の復旧】 

 ○児童館前の街灯が無くなり、真っ暗です。いつ直りますか。 

 ○１０年計画で５年５年の復興計画がありますが、藤倉に関しては病院もありますし、交通の便も良いし、

良い環境ですが、台風などですぐに水が溜まります。私の家は二中の跡地で地盤が弱いのは分かってい

ましたが、防潮堤があって藤倉地区をカバーするように、地盤を強化するように、藤倉に関しての具体

的な計画を教えてください。地震の時にポンプ場が破損して水浸しになりましたので、市への早急な連

絡手段なども考えてください。 

【産業・経済】 

 ○マリンゲートの近くに仮設店舗が出来たと新聞でみました。仮設店舗の申込状況を教えてください。昨

日、行ってみたら何も店舗が入っていませんでしたし、道路から、店舗の中味や看板が見えないのは残

念だと思います。 



 

塩竈市震災復興計画 野々島地区懇談会 会議概要 

 

日  時 平成２３年８月１９日（金） ９：３０～１０：５０ 

場  所 浦戸諸島開発総合センター 

出席者数 32名 

塩 竈 市 市長、副市長、教育長、各部長 

事 務 局 震災復興推進室 

司  会 震災復興推進室 

１．開会 

２．市長あいさつ 

３．議題 

  (1) 塩竈市の被災状況と復興に向けた取組について  （説明 震災復興推進室室長） 

  (2) 野々島地区の復興まちづくりについて  （説明 建設部長） 

  (3) 意見交換   

４．閉会 

＜主な意見＞ 

【住まいと暮らしの再建】 

 ○被災した自宅を見て下さい。 

 ○高い所に移りたい、公営住宅のような場所があれば、尚、良いと思う方もいるかもしれません。あるい 

  は、また、住宅再建を考えている方もいると思います。 

 ○基本理念に「長い間住みなれた土地で、安心した生活をいつまでも送れるように」とありますが、私も 

  全くそのとおりで、ここに住み続けたいです。 

【災害に強いまちづくり】 

 ○津波が来たときに安全に避難できる高台や通路等について検討して下さい。（車で逃げる場合と徒歩で逃

げる場合） 

【公共施設の復旧】 

 ○浸水対策について、土嚢を積んでもらい大分、水が減りましたが、月の半分は水に浸かった生活です。

防波堤まで潮が上がってくるので、早急に対策お願いします。 

 ○土嚢袋の上を歩かなければいけないので、仮設の桟橋のようなものを作って下さい。 

 ○船の運行はまだ難しいのでしょうか。 

 ○生活する上で、道路、畑に行くのに長靴が必要です。道路がボコボコだし、仮設からの道路も歩くのが

大変です。 

 ○高潮対策、地盤沈下対策を早急にお願い致します。道路の嵩上げも含めてお願い致します。 

【その他】 

 ○野々島全体の共同墓地に関して、整備をお願いしたい。 

 ○鳥居を潜って歩いていますが、岩が崩れ落ちてきていて、危ないです。そこを通らないと家に行けませ

ん。確認をお願いします。 

 

 



 

塩竈市震災復興計画 寒風沢・朴島地区懇談会 会議概要 

 

日  時 平成２３年８月１９日（金） １４：００～１４：４０（津波注意報発令のため、懇談会中断） 

場  所 宮城県漁業協同組合 塩釜市浦戸東部支所 

出席者数 40名 

塩 竈 市 市長、副市長、教育長、各部長 

事 務 局 震災復興推進室 

司  会 震災復興推進室 

１．開会 

２．市長あいさつ 

３．議題 

  (1) 塩竈市の被災状況と復興に向けた取組について  （説明 震災復興推進室室長） 

  (2) 寒風沢・朴島地区の復興まちづくりについて  （説明 建設部長） 

  (3) 意見交換 

４．閉会 

＜主な意見＞ 

【住まいと暮らしの再建】 

 ○高台移転ですが、北の方に津波の被害が出ることを考えて検討して下さい。 

【公共施設の復旧】 

 ○高潮で困っています。土嚢を積んでもらいましたが、船着場を１メートルくらい上げて欲しいです。道

路も３０センチくらい上げてほしいです。  

 ○漁師街である寒風沢・朴島の漁港を一日も早く復旧お願いします。 

 

 

 



 

塩竈市震災復興計画 本塩釜駅周辺地区懇談会 会議概要 

 

日  時 平成２３年８月１９日（金） １８：００～１９：１０ 

場  所 壱番館 ５階 

出席者数 55名 

塩 竈 市 市長、副市長、教育長、各部長 

事 務 局 震災復興推進室 

司  会 震災復興推進室 

１．開会 

２．市長あいさつ 

３．議題 

  (1) 塩竈市の被災状況と復興に向けた取組について  （説明 震災復興推進室室長） 

  (2) 本塩釜駅周辺地区の復興まちづくりについて  （説明 建設部長） 

  (3) 意見交換   

４．閉会 

＜主な意見＞ 

【災害に強いまちづくり】 

 ○道路の嵩上げよりも護岸工事を先に行ってほしいです。 

【公共施設の復旧】 

 ○海岸通りの信号はいつ直るのですか。 

 ○しんかし川ですが、どういう影響であのような状態になったのか教えてください。 

【産業・経済】 

 ○薬局の隣の小さなアーケードが今にも崩れ落ちそうです。裏の建物が崩れるのが心配ですし、通行量も

多いので何とか早めに撤去をお願いします。 

 ○最盛期７８店舗ありましたが、３３軒に減りました。また、中通りがかなり地盤沈下しております。道

路の陥没もあり、そこから満潮時に水がでてきて、引くときに地盤が少しずつ下がる状態です。市の方

で、嵩上げはしてくれるのでしょうか。それとも、我々で階段を付けるのでしょうか。 

 ○海岸通エリアの利便施設と隣の市の駐車場ですが、広範囲に被災を受けていますが、いつ頃復旧するの

でしょうか。 

 ○市営の立体駐車場は解体するのですか。 

 ○海岸通りの傾いた建物を早く取り除いていかないと、商売に支障がでます。スピードが欲しいです。言 

  葉ではなく、行動でお願いします。 

 ○海岸通では、大部分の方が商売を辞めているし、取り壊しが進むとアーケード街はゴーストタウン状態

です。私も店を開けていますが、以前よりお客様が大幅に減っています。アーケードにはもう５～６人

しかいませんので、アーケードの維持は難しいかと思います。もし、店を撤去する場合はいつまでに申

請すれば良いのでしょうか。 

【その他】 

 ○懇談会の開催が遅いと思います。 

 ○塩竈市の「復興まちづくりについて」とはどういう内容でしょうか。今回は津波に対する、復興まちづ 

  くりの意見交換会なのでしょうか。 

 ○バス停の前がいつ崩れてもおかしくない状態です。このまま放置しておいては危ないので、行政で特例

を作って、早めに動いていただく方法はありませんか。 

 ○本塩釜駅前で大きな店を解体するのですが、市で解体するのでしょうか。 

 



 

塩竈市震災復興計画 仮設住宅（塩釜ガス体育館）地区懇談会 会議概要 

 

日  時 平成２３年８月２０日（土） １４：００～１５：００ 

場  所 塩釜ガス体育館 ２階 研修室 

出席者数 4名 

塩 竈 市 市長、副市長、教育長、各部長 

事 務 局 震災復興推進室 

司  会 震災復興推進室 

１．開会 

２．市長あいさつ 

３．議題 

  (1) 塩竈市の被災状況と復興に向けた取組について  （説明 震災復興推進室室長） 

  (2) 復興まちづくりについて  （説明 建設部長） 

  (3) 意見交換   

４．閉会 

 

＜主な意見＞ 

【住まいと暮らしの再建】 

 ○子どもたちも住み慣れておりこの街が良いと思っている。 
 ○藤倉に住んでいた。家は全壊だったが、周りでは既に人が住んでいる。安定して生活できるところがあっての

生活だと思う。 
【災害に強いまちづくり】 

 ○子どもたちが学校で防災訓練をやっていた。娘が絶対に津波が来ると言ったのを信じて避難したことが良かっ

た。 
【産業・経済】 

 ○震災を機に解雇され、一人親家庭なのですが、ハローワークで探しているが、なかなか仕事がない。仙台に仕

事を決めたが、遠くの職場に行くとすぐに帰って来ることができないので、今後のことを考えると不安である。 



 

塩竈市震災復興計画 仮設住宅（伊保石ステーション）地区懇談会 会議概要 

 

日  時 平成２３年８月２０日（土） １８：００～１９：３０ 

場  所 伊保石ステーション（仮設住宅集会所） 

出席者数 55名 

塩 竈 市 市長、副市長、教育長、各部長 

事 務 局 震災復興推進室 

司  会 震災復興推進室 

１．開会 

２．市長あいさつ 

３．議題 

  (1) 塩竈市の被災状況と復興に向けた取組について  （説明 震災復興推進室室長） 

  (2) 復興まちづくりについて  （説明 建設部長） 

  (3) 意見交換   

４．閉会 

 

＜主な意見＞ 

【住まいと暮らしの再建】 

○港町の家を壊してもらっている。壊した後どうなるのか。また、そこに住めるのか。壊した後、そこに住まな

いとなった場合、その土地は市で買ってもらえるのか。 
 ○浦戸の桂島にいました。近所の皆さんも家を流されてしまった。高台への移転となった場合、その場所はどこ

になるのか。 
○高台移転してアパートのようなものになったとき、商売をしていたものはどのようになるのか。アパートで商

売はできるのか。 
【災害に強いまちづくり】 
○北浜地区です。大潮の時、何度となく冠水する。下水の部分です。これが一番先ではないか。 
 ○港町に住んでいる限り、津波については考えていなければいけないと感じた。 
【仮設住宅について】 
○仮設住宅から仙台へ仕事に行っているが、最終バスが間に合わない。結局タクシーで移動しているので、もう

少し交通の便をよくしてほしい。 
○通院でもバスの便が少なく不便である。 
○仮設住宅の前に信号を付けてもらいたい。 
○仮設は２年で出なければいけないのか。 
○自動販売機の前に車を止めて車の扉を開けっ放しで買っている人がいる。自動販売機が設置された場所が悪く

視覚になってしまう。場所を変えてほしい。 
○車を建物よりに横付けしている人がいる。死角になって危険なので駐車スペースに止めるように指導してほし

い。 
○砂利道を舗装してほしい。 
○雨が降ったときに消化器に雨が当たってうるさくて眠れない。 
 



 

塩竈市震災復興計画 東部地区懇談会 会議概要 

 

日  時 平成２３年８月２２日（月） １８：００～２０：００ 

場  所 商工会議所 

出席者数 72名 

塩 竈 市 市長、副市長、教育長、各部長 

事 務 局 震災復興推進室 

司  会 震災復興推進室 

１．開会 

２．市長あいさつ 

３．議題 

  (1) 塩竈市の被災状況と復興に向けた取組について  （説明 震災復興推進室室長） 

  (2) 復興まちづくりについて  （説明 建設部長） 

  (3) 意見交換   

４．閉会 

＜主な意見＞ 

【住まいと暮らしの再建】 

 ○東部地区ですが「住みなれた土地で安心した生活を」する為の職住分離の説明がありましたが、東部地

区には職住分離する土地がないと思います。土地を高くするための計画・費用はどうするのでしょうか。 

 ○地域で大規模な家屋解体が始まっていますが、大通りと裏側の細道で段差ができ、私の自宅は２０セン

チ沈下して、家屋より道路の方が高い状態になっております。郵便局近辺は地盤沈下で大雨などでも、

必ず冠水します。港町地区は津波だけではなく、雨で冠水する場所が決まっています。嵩上げは大変な

作業だと思いますがどのようにするのですか。 

 ○塩竈市の支援制度は市役所で教えてもらえますが、県と国の支援制度が分かりませんので、広報などで、

全戸数に配布お願い致します。全体の支援制度が分かるように整理したものを作成して欲しいです。 

 ○地域の解体作業は進んでいますが、家屋の補修が進んでいません。震災から６ヶ月、私も様々な分野で

決断の時期だと思っていますし、港町に住み続けたいと思っていますので「安心した生活をいつまでも

送れるように」市民に情報提供を速やかにお願い致します。 

【災害に強いまちづくり】 

 ○県が行っている産業道路の拡張工事よりも防潮堤を先に作ってほしいとお願いしていたことで、芦畔町

の浸水が少なくて済みました。産業道路よりも、防潮堤の完成を優先して下さい。 

 ○今回の震災で水がなかなか引きませんでした。ポンプ場が動かなかったようですが、非常用の電源装置

はないのですか。また、ポンプ場を運営しているのは市の職員ですか。外注ですか。 

 ○２５年前の８．５水害の時にも配電盤の故障でポンプ場が動きませんでした。そのため、自宅が床上浸

水しました。そして、今回の地震でも配電盤の故障で床上浸水しました。遺憾です。国土交通省の国道

４５号の嵩上げ工事に関しても説明会をお願いしたのに、一回しか開催されませんでした。 

 ○中の島から港地区の防潮堤の底の部分が破壊されて、高潮が入ってきます。玄関先まで入ってくるので

引っ越した人もいます。二叉にある、汚水処理場の排水路の堤防が低いので中の島公園が水浸しです。

どういう対策を考えているのですか。暑いときは匂いもしてきます。 

【公共施設の復旧】  

 ○排水路の問題ですが、１０年くらい前に町内会の会長が港湾事務所に行き、堤防を何とかしてくれと陳

情に行きました。その後、県の土木事務所にも県会議員と陳情に行きました。しかし、土を盛っただけ

で何ら対策がされていません。何とかして下さい。 

 ○震災後、貞山通りは車両の出入りが多くなりました。震災後、橋が沈下しました。朝の４時くらいから

大型トラックが通り、揺れや騒音がすごいので、検討して下さい。 



 

 ○市のアンケートの中に貞山通から４０～５０艘の船が上がりました。今も５隻くらい残っています。未

だに撤去されていないので何とかしてください。港湾事務所にも相談しましたが検討中ですという回答

でした。 

 ○一本松大橋の所ですが、高潮のとき車が通れないほど冠水しますので、対応お願い致します。 

 ○マリンゲートの防潮堤は何を基準に高さを決めたのですか。 

 ○県の管轄エリアの復旧が遅れているように感じますので、県に早急な働き掛けをお願いします。 

 ○港町地区では、ガードレールの破損、道路・歩道が危険な状態の箇所がまだまだあります。また、港の 

  倉庫から流れてきている飼料などの匂いがあり、衛生上の管理をお願いしたいです。 

【情報】 

 ○検討委員会には有識者が参加していると思いますが、被災した町内会の町内会長さんが検討委員会に参

加し、町内会で議論内容を共有したいので今後、考慮してください。または、その際の資料を住民が回

覧するとか考慮して下さい。 

【産業・経済】 

 ○ロイヤルホームセンターの跡地はどうなるのでしょうか。 

また、年寄りはロイヤルホームセンターが無くなった為、他市町村に買い物にいかなければなりません。 

 ○貴重な意見交換ですから、聞いただけでは記憶が定かではないので、文書でも発行して下さい。 

【その他】 

 ○アンケートの結果が出たのではないですか。そこに、既に市民の意見が反映されているのではないでし

ょうか。 

 ○今回の懇談会の議事録をぜひ町内会の会長宛に送付して下さい。その資料をもとに２日目、３回目と討

論したいと思います。 

 ○今回の地区懇談会の案内も二日前に来ました。もう少し早めの周知をお願いします。 

 ○海抜と標高の区別を教えてください。 

 ○復興するまで人事異動は当分しないで下さい。 

 ○原発の影響に関して市ではどうのように考えていますか。何か対策をしていますか。 

 



 

塩竈市震災復興計画 北部地区懇談会 会議概要 

 

日  時 平成２３年８月２３日（火） １８：００～１９：３０ 

場  所 塩竈市ガス体育館 

出席者数 57名 

塩 竈 市 市長、副市長、教育長、各部長 

事 務 局 震災復興推進室 

司  会 震災復興推進室 

１．開会 

２．市長あいさつ 

３．議題 

  (1) 塩竈市の被災状況と復興に向けた取組について  （説明 震災復興推進室室長） 

  (2) 復興まちづくりについて  （説明 建設部長） 

  (3) 意見交換   

４．閉会 

＜主な意見＞ 

【災害に強いまちづくり】 

 ○北浜緑地護岸の完成はいつ頃でしょうか。地盤沈下の影響で高潮が会社の入口まできて、車を動かせま 

  せん。 

 ○塩竈市では６５歳以上の人が２５％を超えている状況です。津波・地震・火事などが起きた場合の対策 

  を考えて下さい。 

 ○梅の宮地区はがけ崩れが一番怖い状態です。擁壁が今にも崩れそうな場所もあります。子供達の登校通 

  路でもあるので、何とかして頂きたいです。個人の土地についても、市でバックアップをお願いします。 

 ○集会所の漏水の件で６月末に市にお願いしましたが、修理は市で助成してもらえるのでしょうか。業者 

  さんは市に見積を提出したと言っていました。集会所は震災後、漏水でずっと使えない状態です。早急 

  に対応してほしい。 

【公共施設の復旧】 

 ○梅の宮の陸橋ですが橋が落ちそうで怖いです。一度検査をお願いします。 

 ○地震の時に４５号線が車で大渋滞して大変困りました。災害道路として利府に抜ける道路を完成させて

下さい。 

 ○清水沢町内で道路の陥没があり、雨が降ると水が流れません。市の方に見てもらいましたが私道だと言 

  われました。しかし、水が溜まりますので、何とかして下さい。 

 ○震災直後ですが、藤倉の雨水升が噴き出していました。海の水が逆流していたと思いますので、確認を 

  お願い致します。 

 ○今宮集会所の破損が大きいので、使用する際は気を付けて下さいということでした。再度、業者に点検 

  を依頼して連絡しますということでしたが、連絡がありません。どうなっているのでしょうか。 

 ○３月に一森山と塩竈神社の間の舗装工事があると聞きましたが継続して行うのですか。 

 ○神社の坂を下ると宮町に出ますが、大変立派な道路が中途半端な状態です。いつ頃、完成しますか。 

【情報】 

 ○今回の震災で行政とのコンタクトを取るための防災無線などの対応や貸出しを検討してほしい。 

 ○高台の学校まで避難できないお年寄りもいるので、町内会単位で避難所を開催できないでしょうか。 

 ○震災時の情報（放送）に関して、もう少し間口を広げてほしいです。 

 ○停電の場合の災害放送は大丈夫ですか。 

 ○３月１１日ですが、北浜四丁目では防災無線が聞こえませんでした。今回の浸水地域の防災放送が聞こ 

  えるような対策をお願い致します。また、津波で倒れないような防災無線を建設して下さい。 



 

【観光】 

 ○水産業もですが、観光地としてもマリンゲート前などの景観をふさわしいものにして下さい。 

【その他】 

 ○長期１０年計画がスタートしますが、震災をきっかけに長期計画を見直す事態になっていませんか。 

 ○放射能に関して、水道の測定はしていますか。また、人体に被害が出ている数字は出ていませんか。 

 

 

 

 

 



 

塩竈市震災復興計画 南部地区懇談会 会議概要 

 

日  時 平成２３年８月２５日（木） １８：００～１９：３０ 

場  所 ふれあいエスプ塩竈 エスプホール 

出席者数 36名 

塩 竈 市 市長、副市長、教育長、各部長 

事 務 局 震災復興推進室 

司  会 震災復興推進室 

１．開会 

２．市長あいさつ 

３．議題 

  (1) 塩竈市の被災状況と復興に向けた取組について  （説明 震災復興推進室室長） 

  (2) 復興まちづくりについて  （説明 建設部長） 

  (3) 意見交換   

４．閉会 

＜主な意見＞ 

【住まいと暮らしの再建】 

 ○宅地被害の件ですが、仙台市の場合、重点被害として宅地の被害を国に上げているようです。三次補正

で予算を付けたいという話が国から出ているようですが、塩竈市に関しては国から何か追加予算はある

のでしょうか。 

【災害に強いまちづくり】 

 ○地図に関して質問します。青い点線が防潮堤ですか。Ａ地点は、中の島公園ですか。中の島公園は土嚢

を積んだだけですよね。ヤマザワの方にはないようですが、水が入ってきて、中の島公園などには水が

残っているので、早く復旧をお願いします。防潮堤はできるだけ高くしないと駄目だと思います。大潮

のときも地震前から水か入ってきていると思います。 

 ○防潮堤はできるだけ高くお願いします。 

 ○地盤沈下ですが、藤倉・港町などは目で見て分かるのですが、その他の地域で津波が来ない地域でも地 

  盤沈下が分かるのでしょうか。また、地盤沈下している場所があるのでしょうか。 

 ○錦町は被害が少なかったと思いますが、地震が来たときに南錦町には給水車が来ませんでした。第三小

学校と公民館に来ましたが、汲みに行くのが大変でした。高齢の方は水を汲みに行けないので、井戸水

の活用が効果的だと思います。井戸水が安全な飲み物かどうか、市でも調べて下さい。 

 ○津波が来た場合、渋滞しますし、津波が来ているのかどうか分かりませんので、道路のポイントに非常

灯のようなものを付けて目で見ても危険度が分かるように工夫してみてはどうでしょうか。 

 ○集会所の耐震工事をしていたため安心して避難生活が出来ました。発電気もあったので、寒さを何とか

しのげました。他の集会所はどういう状況だったのでしょうか。 

【公共施設の復旧】 

 ○道路の地割れの幅とか、深さの点検は全部終わっているのでしょうか。塩竈陸橋の所の水道管が破裂し 

  て、その近辺が陥没して、地割れしているところがありますので確認をお願いします。下水のマンホー 

  ルもあちこち陥没しています。水道管の破裂によって、橋の下の児童公園が泥公園になっていますので、 

  検討をお願いします。 

○塩釜駅前の交通アクセスですが、多賀城から塩竈・利府インターに向かう道路で、右折、左折が混んだ

り、利便性に障害があると思いますが、市ではどのように考えていますか。 

【情報】 

 ○市のスピーカーですが何を話しているのか全く分かりません。スピーカーが何を話しているのか分かる 

  ように、お願いします。 



 

【観光】 

 ○神社の下の道路が整備されてとても綺麗になったので、多賀城・塩竈・松島と連携して歴史に基づいた

観光地づくりも必要だと思います。お祭りも皆が参加できる、賑やかなものを考えてみてはどうでしょ

うか。  

【その他】 

 ○塩竈市災害対策本ニュースの７１号に、市内の水道水からの放射線物質はヨウ素、セシウムは不検出で

したと、書いてありますが、放射線物質にはもっとたくさんの種類があるのではないですか。 

 ○せっかくの機会ですから、塩竈の１０年後、２０年後をとらえた復興計画をお願い致します。 

 



 

塩竈市震災復興計画 西部地区懇談会 会議概要 

 

日  時 平成２３年８月２６日（金） １８：００～１９：４０ 

場  所 ふれあいエスプ塩竈 エスプホール 

出席者数 41名 

塩 竈 市 市長、副市長、教育長、各部長 

事 務 局 震災復興推進室 

司  会 震災復興推進室 

１．開会 

２．市長あいさつ 

３．議題 

  (1) 塩竈市の被災状況と復興に向けた取組について  （説明 震災復興推進室室長） 

  (2) 復興まちづくりについて  （説明 建設部長） 

  (3) 意見交換   

４．閉会 

＜主な意見＞ 

【住まいと暮らしの再建】 

 ○土留めが壊れている場合はどういう補助があるか教えてください。 

【災害に強いまちづくり】 

 ○１００人くらいの老人が避難しましたが、発電機があっても、ガソリンが無くて使えなかったです。食

料も市から援助がありませんでした。老人は月見小学校に避難できないので、集会所の活用について、

もう少し考えて下さい。 

 ○津波の被害は無かったのですが、避難所には救援物資が行っているようですが、自宅で頑張っている人

にはなかなか対応が無かったようです、今後、検討して下さい。 

 ○食料でラーメンをもらいましたが、ガスが無いのと、数が足りないので困りました。もう少し、分配で 

  きる、食べやすい物を考えて下さい。 

 ○給水車がどこに何時に来るのかはっきりしなくて、皆さんから苦情が出ていました。清水沢に井戸水が 

  あるので、年に何回か測定して飲み水として活用できるか検討してください。 

 ○高齢の方１，２００人に食料配布があったというのは、どういう情報か教えてください。 

 ○災害対策でいろいろな情報や心構えを聞いていたので、我が家は地震対策ができていました。また常日

頃から安否の確認をするように聞いていたので、私の町内会では安否確認ができたので、良かったです。 

【情報】 

 ○宮町地区に住む外国人の知人は、あっという間に水が床上に上がったため、水が引いたときに鹽竈神社 

  に避難し、その後は一中に避難したそうですが、町内の声掛けなどが無かったようです。町内会の中の 

  絆、非常時のかけ声など大切だと思います。 

 ○給水車が来たことを知らなかったので情報の伝達、声掛けなどをお願いします。 

 ○断水になるという放送が車からよく聞こえたので、我が家は備蓄できました。聞こえない地域もあった

ようです。全地域に放送が徹底されると良いと思います。 

【その他】 

 ○津波は３．４ｍ位の潮位だったようですが、チリ地震津波の時はどれくらいの潮位だったのですか。 

 ○大船渡まで見に行きましたが、塩竈市は対応が早かったと感じました。 

 ○塩竈市の今後ですが、合併の事を思いました。良いかどうか、いろいろあると思いますが、塩竈市は土

地がないので、水産に特化して、日本一のかまぼこを目指すとか、一つになって次の世代に何か残せる

機会ではないかと思いました。 


